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１） SGH指定校・IBDP校となる
まで

2007年 東京学芸大学附属国際中等教育学校開校

（附属大泉地区での附属学校の統合・再編）

＊大泉地区＝「帰国生」教育の伝統

＊新たに国際バカロレアMiddle Years Programによる
教育を開始

2010年 国際バカロレアMYP認定校

2011年 ユネスコスクール加盟校

2013年 国際バカロレア日本語DP（Diploma Program）
連絡協議会主幹校



SGH指定校・IBDP校となるまで

2014年 国際バカロレアDP候補校

2014年 スーパーサイエンスハイスクール
（SSH）指定校

2014年 スーパーグローバルハイスクール
（SGH）アソシエイト校

2015年 スーパーグローバルハイスクール
指定校

2015年 国際バカロレアDP認定校 同じ時期に
認定された



本校におけるIBMYPとDP

1年～4年
生徒全員

（学年平均120名）
がMYPで学習

DP履修者（学年15名程度）
＊クラス制ではない。
＊HRは一般生と混合

一般プログラム履修者
（学年平均110名～120名程度）

前期課程（中学校課程）
1年～3年

後期課程（高校課程）
4年～6年



２） SGH研究開発とIBの学び

学校の研究開発全体像（図）

生徒・教員共有本校「課題研究ガイド2018-2019」より



SGH研究開発とIBの学び

オリジナル「課題研究ガイド」による理念と方針の共
有



SGH研究開発とIBの学び

オリジナル「課題研究ガイド」による理念と方針の共
有



IBの学びのKey Word

・「Holistic」
・
「Interdisciplinary」

・「Inquiry」
・「Asking/Thinking
/Doing」

・「Global Context」
・「Concept」

SGH研究開発とIBの学び
SGHで育成する資質・能力

多文化共生社会を支える

組織力（知を統合する力）

対話力（対話の中で本質的な問
題を探る力）

実行力（主体的に働きかける力）

SGH課題研究の大テーマ

「リスク」（Risk）

「葛藤と軋轢」（Dilemma・
Conflict）

「教育」（Education）



IBMYP

教育の基盤：「理念」「指針」「フレームワーク」

探究的な学びを実現するための方向性

教育課程・学習指導内容形成のための枠組み

SGH研究開発

IBの理念や方針を基盤とする

探究的な学びをどのような実践によって組み立て
ていくかを考える

＝実践的教育研究開発

SGH研究開発とIBの学び



３） 本校のSGH研究開発① 当初構
想



本校のSGH研究開発② 課題研究

• 課題研究＝原則として「国際教養」（「総合的な学習
の時間」）で実施・3年間の継続的体系を目指す

＝4年（高１）次IBMYPのパーソナルプロジェクト（PP）を「課題研究」の基礎
期とし、3年間の段階的・継続的な体系を設計

＝全員が3年間「課題研究」に取り組む（但しDP生は教育課程内ではTOK）

• 課題研究の強化・深化のための仕掛け

＝教科との連動

新たな科目設定・教科学習の指導内容との連携

➝教科学習の強化・深化という相互還元

＝全校的課題研究コンペティション「ISSチャレンジ」の開催

➝「やらされる」のではなく「意志とやる気をもってやる」研究へ



本校のSGH研究開発② 課題研究

• 課題研究と連動する取り組み

○課題研究外部評価会
○課題研究支援セミナー
○Global Café
○国内研修・国内校との交流・ワークショップ
○海外研修・海外校（IB校・大学を含む）との交流・ワークショップ
○他校を招聘しての「SSH/SGH合同生徒課題研究成果発表会」の開
催（主催）

○外部発表機会（シンポジウム・フォーラム・コンテスト・学会発表な
ど）への参加
○大学・企業との外部連携
○大学模擬授業（夏季：学芸大約15講座／冬季：外部の大学を15講
座）



課題研究支援セミナー
2018年度第1回 国境なき医師団 財務担当

野坂さんによる講義
大テーマ＜リスク＞

講義テーマ
「南スーダンでの国境なき医師団の活動と役割」

講義と関連する学問領域

国際理解・人道支援・紛争・保健衛生
・医療・環境・マネジメント・経済等

講義に参加した生徒の研究テーマ（分類）
・移民受け入れと外国人労働者支援
・安全保障（米軍基地問題）
・難民支援
・食糧生産と流通のロジスティクス改善

等



海外フィールドワーク

• 香港研修

香港中文大学でのワークショップ

自分たちの課題研究についてプレゼン
テーション

それを踏まえた香港中文大学の学生と
のディスカッション

チャレンジングな問い
大テーマ＜葛藤と軋轢＞

「雨傘運動」についてどう思っています
か？その時どうしていましたか？

民主化弾圧への思想が強く反映されて
いるような表現は香港ではどのように
扱われていますか？



◆課題研究の評価

・ルーブリックによる評価

計画・経過・最終成果（論文）の3段階。

ルーブリックを用いて生徒の自己評価・教員に
よる客観評価を実施している。

・ポートフォリオ評価（ISSチャレンジ参加生徒）

計画書や最終論文だけでなく、研究のプロセス
を評価する対象として研究ノートを作成・提出。

研究ノートもルーブリックを用いて評価する。

本校のSGH研究開発③ 評価



本校のSGH研究開発③ 評価

ルーブリック評価
IBMYP・IBDPのルーブリックを参照しながら、
本校独自の課題研究に応じた妥当性・信頼性の
あるルーブリックになるよう改善・改訂を繰り返して作成。

ルーブリック評価の良さ
課題研究に必要な要素を生徒と共有できる。
求められるレベルが明示される。
観点を整備することで生徒を多角的に評価できる。
計画や論文の評価に関しては、教科との連動・共有も可能。

➝しかしルーブリックには限界も。



• 大切なのは教員によるコメント・フィー
ドバック・外部評価によって、生徒が
「振り返りと改善」のサイクルを実行す
ること。

• 「ISSチャレンジ」の評価分析による結果

ISSチャレンジでの校内評価上位層

＝内部・外部の評価や外部連携をうまく活用し、
自分の研究をメタに認知し、研究や活動の修正
と改善をおこなっている。

本校のSGH研究開発③ 評価



国語科 社会科 数学科 理科 外国語科

An a lys in g
分析

Kn o w in g  a n d  u n d ers ta n d in g
知識と理解

Kn o w in g  a n d  u n d ers ta n d in g
知識と理解

Kn o w in g  a n d  u n d ers ta n d in g
知識と理解

Co m p reh en d in g  sp o ken  a n d
v i s u a l  tex t
リスニング

Org a n izin g
構成

In ves t i g a t i n g
調査探究

In ves t i g a t i n g  p a ttern s
パターンの探究

In q u i r i n g  a n d  d es i g n in g
探究とデザイン

Co m p reh en d in g  w r i t ten  a n d
v i s u a l  tex t
リーディング

Pro d u cin g  Tex t
創作

Co m m u n ica t in g
コミュニケーション

Co m m u n ica t in g
コミュニケーション

Pro cess in g  a n d  eva lu a t i n g
手法と評価

Co m m u n ica t in g  i n  resp o n se
to  sp o ken  a n d / o r  w r i t ten

a n d / o r  v i s u a l  tex t
コミュニケーション

Us in g  La n g u a g e
言語の使用

Th in k in g  cr i t i ca l l y
批判的思考

Ap p ly in g  m a th em a t ics  i n
rea l- l i f e co n tex ts
実生活への応用

Ref lect in g  o n  th e im p a cts  o f
scien ce

科学による影響の振り返り

Us in g  l a n g u a g e i n  s p o ken
a n d / o r  w r i t ten  f o rm

言語の使用

本校のSGH研究開発③ 評価
資料 IBMYPの観点

PP

調査
i n vest i g a t i n g

計画
Pl an n n i n g

行動
Tak i n g  Act i on

振り返り
Ref l ect i n g

PPはもちろんであるが、教科の観点も課題研究との相関・連
動が見られる。



本校のSGH研究開発③ 評価
資料 一般PGの観点

国語科 地歴・公民科 数学科

知識・理解 知識と理解 知識・技能

分析 応用と分析 プロセスと振り返り

構成 知識の統合 数学的コミュニケ－ション

言語の使用 学習への取り組み

理科 外国語科 情報科

知識と理解 リスニング 探究と分析

探究 リーディング アイディアの発展

実験観察の技能 コミュニケーション 課題解決

データ処理 言語の使用 評価

評価
科学による影響の振り返り （＊「情報の科学」は4年次開講）



SGHとATL
IBMYPのATLスキル

（Approaches To Learning Skillｓ）
➝SGHの学びによってどのようなスキルが身に付いたかの検証に活用

ATLスキルのカテゴリー MYPのATLスキルクラスター

コミュニケーション コミュニケーションスキル

社会性 協働スキル

自己管理

整理整頓する力

情動スキル

振り返りスキル

リサーチ
情報リテラシースキル

メディアリテラシースキル

思考

批判的思考スキル

創造的思考スキル

転移スキル



４）カリキュラム編成



カリキュラム編成

本校の姿勢

生徒は責任をもって自分の学びを構築する

・・・主体的に学ぶことが責任を伴うことであ
ることを学ぶ

― 選択科目の多様性

― 生徒は自分で自分の時間割を作る

― 100人いれば100通り

（実際は100通りもありませんが）

― 空き時間もある

➝課題研究の研究時間に使用することも多い。



課題研究のカリキュラム編成

「国際教養」の体系化
前期課程の3年間も含め、後期課程で「課題研究」を継続的に実施する
ための体系を整備

指導モデル（前期課程）



課題研究 指導モデル（後期課程）

課題研究のカリキュラム編成

生徒の研究活動を単年度ではなく、3年間継続するものという前提で設計。
原則として4年次後半で設定した個別の研究主題を変更せずに4年～6年まで研究する。



カリキュラム編成

課題研究ガイダンスの重視
3年次PP実施前にも行うが、4年次PP終了後に
再度課題研究ガイダンスを実施
なぜか？
―学術的価値のある研究を目指す
―MYPの集大成としてのPPではあるが、再度＜研究＞
という面に焦点をあて、PPの反省を踏まえて
「調査」
「量的分析方法」「質的分析方法」
「現地調査の方法」
「研究倫理」（➝IB教育においても重視される）
という研究の基礎教養と論文執筆方法について見直し、
再確認する機会とする



カリキュラム編成

学校設定科目と課題研究
・外国語科科目で本校の「国際教養群」に
含まれている科目

4年次・5年次開講

「Global Issues」（年度ごと2単位）

「英語以外の外国語：独語・仏語・西語・
中国語・韓国朝鮮語」（年度ごと2単位）

・情報科の学校設定科目

5年次開講

「Informatics」（2単位）



カリキュラム編成

学校設定科目と課題研究

学校設定教科「国際」

6年次 学校設定科目「国際A」「国際B」

国際A（2単位）開講講座

・「憲法と人権」・「国際協力と社会貢献」

国際B（1単位）開講講座

・「文学探究」・「応用数学」・「AP 
Tutorial」

・「ファシリテーション実践」

下線の2講座はSGH指定と同時に開講



「探究的な学び」は、何によって促されるか

① 常に「本質的な問い」が授業で投げかけられる。

② 自分の問題意識が尊重され、課題として設定
し研究できる環境が与えられる。

③ 多面的で複数回にわたる評価がなされ、教員
や外部からのフィードバックが提供される。

④ 「つながり」や「連続性」のある学びが意識され
る。

５）「SGH×IB」で見えてきた成
果



「社会課題」への関心の高まり
➝大テーマへの意識の変容から見える。

IBの理念 「よりよい社会・より平和な世界を築
くことに貢献する若者を育てる」

＊意識の変容調査結果＊
自分の研究課題と大テーマとの関連

（複数回答可としています）

「リスク」 =前年度比 1.51倍
「葛藤と軋轢」 =前年度比1.54倍
「教育」 =前年度比1.24倍

「SGH×IB」で見えてきた成果



「SGH×IB」で見えてきた成果

進路についての考え方への影響

進路そのものへの影響

＜顕著な変化＞ 調査対象 後期課程（４年～６年）：全生徒

・大学院を含めた海外進学の意志を持つ生徒の増
加

指定1年次 28名 ➝ 指定3年次 72名

・将来海外で働きたいという生徒の増加

指定1年次 77名 ➝ 指定3年次 １０５名



・海外大学進学者の増加
合格数：30大学・33人
進学者数：13名

・海外大学進学者向け奨学金獲得数の増加
JASSO 日本学生支援機構海外留学支援制度： 6名
グル―バンクロフト奨学金： 2名
柳井正海外奨学金プログラム： 3名

・上記進学者の内
・SGH分野での課題研究を行った者
・SGH研修参加者
・SGH高大連携事業の経験者

： 10名（DP生で研究活動を行った者を含む）

「SGH×IB」で見えてきた成果



ほかにも・・・

・国内のIB校や候補校はSGHであることが多い

➝ネットワークの重なりと緊密化

・IB校ネットワークが活用できる

➝海外のIB校と連携し、課題研究を軸とし
た研修が可能（特にカナダ・バンクー
バーワークキャンプ）

「SGH×IB」で見えてきた成果



今後の展望

・「課題研究」から「課題解決実践」への

ルートマップ構想

生徒の主体性を活かすエンパワーメント

・グローバル企業や海外大学と連携した教育プ
ログラム開発
＜既に少しずつ動き始めているものも・・・＞

Microsoft・team ｌab・ミシガン州立大
学

・国内外の研修プログラムの体系化

単発研修に終わらない連続性と継続性を持った設計



TGUISS SGHの活動の様子
は・・・

本校SGH webサイト

http://sgh.iss.oizumi.u-gakugei.ac.jp/

本校SGH Facebook

https://www.facebook.com/tguiss.sgh/

http://sgh.iss.oizumi.u-gakugei.ac.jp/
https://www.facebook.com/tguiss.sgh/

